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Ｐ
Ｔ
Ａ
の
果
た
す
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
藤　

健

　

皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
五
月
十
六
日
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
経
て

平
成
二
十
八
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
私
た
ち
保
護
者
に
と
り
ま
し

て
も
魅
力
あ
ふ
れ
る
学
習
環
境
、
生
活
環
境
を

創
る
た
め
に
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一

杯
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
年
間

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
冬
青
」
が
、
記
念
す

べ
き
第
百
号
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
の
発
行
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
を
は
じ
め
、
ご
支

援
い
た
だ
い
た
皆
様
方
の
お
か
げ
と
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
二
百
号
、
三
百
号

と
大
府
東
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
歴
史
を
刻
み
続

け
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昨
年
、
豪
州
エ
ル
ウ
ッ
ド
カ
レ
ッ
ジ

と
の
姉
妹
校
提
携
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
で
は
、
珍
し
く
な
い
国
際
交
流
で
す
が
、
当

時
、
県
立
普
通
科
高
校
が
、
海
外
の
学
校
と
姉

妹
校
提
携
を
結
ん
で
交
換
留
学
を
行
う
こ
と
な

ど
、
誰
も
想
像
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
の

事
業
が
、
エ
ル
ウ
ッ
ド
校
か
ら
愛
知
県
教
育
委

員
会
に
宛
て
た
一
通
の
手
紙
に
よ
っ
て
始
ま

り
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
両
校
の
歴
代
の
校
長

先
生
や
教
職
員
、
保
護
者
の
皆
様
、
生
徒
た
ち

の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
な
し
で
は
、
続
け
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
本

校
の
校
訓
で
あ
る
「『
努
力
』
労
を
惜
し
む
な
」

そ
の
も
の
と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
今
後

も
両
校
が
友
好
を
深
め
、「
国
際
的
視
野
を
持

つ
人
間
」
を
育
成
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
研
修
会
に
お
い
て
、「
高

校
生
の
保
護
者
は
、
自
立
支
援
者
で
あ
る
。」

と
聞
き
ま
し
た
。
教
育
に
は
、
学
校
教
育
・
社

会
教
育
・
家
庭
教
育
が
あ
り
、
中
で
も
家
庭
教

育
は
、
親
が
子
に
日
常
生
活
と
い
う
体
験
を
通

し
て
、
社
会
を
生
き
る
こ
と
を
教
え
る
重
要
な

役
割
を
担
い
ま
す
。
高
校
生
か
ら
社
会
人
へ
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
、
自
立
を
支
援
す
る
の
は
、

や
は
り
保
護
者
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
高
校
生
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
は
、
急
速
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

「
十
八
歳
選
挙
権
」
で
す
。
こ
れ
は
、
国
家
・

社
会
の
形
成
者
と
し
て
現
在
か
ら
未
来
を
担
っ

て
い
く
と
い
う
公
共
の
精
神
を
育
み
、
行
動
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
こ

う
し
た
社
会
の
変
化
に
敏
感
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
一
同
、
こ
の
大
府
東

高
校
に
「
通
っ
て
よ
か
っ
た
。
通
わ
せ
て
よ

か
っ
た
。」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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去
る
五
月
十
六
日
（
月
）、
本
校
体
育
館

に
お
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
の
出
席
者
は
一
五
三
名
（
委
任
状

五
四
五
）
で
し
た
。

　

総
会
は
、
水
野
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
平

成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
、
会
計
決
算
、
監
査

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
役
員
改
選
が
行

わ
れ
承
認
さ
れ
、
和
藤
新
会
長
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
役
員
の
方
か
ら
平
成

二
十
八
年
度
事
業
計
画
、
会
計
予
算
案
が
提
示

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
、
水
野
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
十
二
名

の
役
員
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
終
了
し

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
学
年
ご
と
に
会
場
を
設
定

し
、
学
年
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
第
一
学
年

は
「
高
校
生
活
の
適
応
に
つ
い
て
」
学
年
主
任

お
よ
び
各
分
掌
の
担
当
か
ら
話
を
し
ま
し
た
。

第
二
学
年
は
「
二
年
生
の
生
活
・
学
習
と
修
学

旅
行
に
つ
い
て
」
学
年
主
任
お
よ
び
各
分
掌
の

担
当
か
ら
話
を
し
ま
し
た
。
第
三
学
年
は
「
進

路
に
つ
い
て
」
学
年
主
任
お
よ
び
各
分
掌
の
担

当
、
進
路
指
導
主
事
か
ら
話
を
し
ま
し
た
。
懇

談
会
へ
も
多
く
の
保
護
者
の
方
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
と
し
て
、

５
２
、８
２
４
円
を
、
日
本
赤
十
字
社
に
寄
付

し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
計
画

                               

１　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会　

五
月
十
六
日
（
月
）

２　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
・
支
部
委
員
会
・
委
員
会
等

　

①　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

　
　

第
一
回　

六
月
十
四
日
（
火
）

　
　

第
二
回　

九
月
三
十
日
（
金
）

　
　

第
三
回　

一
月
二
十
七
日
（
金
）

　
　

第
四
回　

三
月
二
十
九
日
（
水
）

　

②　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
支
部
委
員
合
同
会
議

　
　

第
一
回　

六
月
十
四
日
（
火
）

　
　

第
二
回　

三
月
二
十
九
日
（
水
）

　

③　

Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員
会

　
　

第
一
回　

六
月
十
四
日
（
火
）

　

実
践
活
動

　
　

進
路
指
導
委
員
会

　
　
　

校
外
研
修
会
（
八
月
）

　
　
　

第
二
回
委
員
会　

三
月
二
十
九
日（
水
）

　
　

生
徒
指
導
委
員
会

　
　
　

職
員
合
同
校
外
指
導
（
一
回
）

　
　
　

職
員
合
同
交
通
指
導
（
二
回
）

　
　

環
境
整
備
委
員
会

　
　
　

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
植
栽（
年
二
回
）

　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

九
月
十
三
日
（
火
）

　
　

国
際
交
流
委
員
会

　
　
　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
カ
フ
ェ
実
施（
文
化
祭
）

　
　

文
化
委
員
会

　
　
　

文
化
祭
で
の
催
し
物

３　

研
修
会
・
大
会
等

　

①　

知
多
地
区
高
Ｐ
連
協
議
会

　
　
　
　

五
月
六
日
（
金
）　

半
田
市

　

ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校 

長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
井
俊
直 

　

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
校

の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
御
理
解
と
御
協

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
は
、
二
四
〇
名
の
新
入
生

を
迎
え
て
ス
タ
ー
ト
を
し
、
早
、
三
か
月
余
り

が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
の
出
来
事
と
し
て
二

つ
、
お
話
を
致
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
部
活
動
に
つ
い
て
で
す
。
総
体
知
多

地
区
予
選
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子

が
準
優
勝
、
陸
上
競
技
部
男
子
は
、
学
校
対
抗

総
合
三
位
と
な
り
、
男
女
合
わ
せ
て
十
四
名
も

の
生
徒
が
県
大
会
へ
、
ま
た
、
柔
道
部
、
弓
道

部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、

卓
球
部
が
県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
各
部

と
も
、
県
大
会
で
は
善
戦
し
、
中
で
も
、
陸
上

競
技
男
子
一
〇
〇
ｍ
に
出
場
し
た
二
年
生
の
酒

井
颯
大
君
は
、
十
秒
七
八
の
好
記
録
を
出
し
、六

位
入
賞
、
岐
阜
で
開
催
さ
れ
る
東
海
大
会
と
名

古
屋
で
の
日
本
ユ
ー
ス
全
国
大
会
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
大
会
を
見
ま
し

た
が
、
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
生
徒
の
姿
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
観
客
席
か
ら
心
を
込
め
て
大

き
な
声
で
激
励
や
声
援
を
送
っ
て
い
る
生
徒
や

卒
業
生
、
保
護
者
の
方
の
姿
が
大
変
印
象
的
で

し
た
。
応
援
に
訪
れ
た
多
く
の
卒
業
生
の
姿
に

部
活
を
通
し
て
築
き
あ
げ
ら
れ
た
絆
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

保
護
者
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
エ
ル
ウ
ッ
ド
カ
レ
ッ
ジ
と
の
交
流
に

つ
い
て
で
す
。
五
月
六
日
に
姉
妹
校
提
携
三
十

周
年
を
記
念
し
て
、
ロ
ン
ダ
校
長
先
生
は
じ

め
、
二
十
三
名
の
訪
日
団
を
お
迎
え
し
、
式
典

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
通
し
て
、
文
化
や
伝
統
、
生

活
習
慣
の
異
な
る
同
世
代
の
若
者
が
交
流
を
深

め
る
中
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
養
い
、
異

文
化
を
理
解
し
尊
重
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
昨
年
夏
の
訪
豪
で
親
し
く
な
っ

た
生
徒
が
多
数
来
日
し
、
交
流
を
さ
ら
に
深
め

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
、
生
徒

同
士
の
つ
な
が
り
の
あ
る
相
互
訪
問
が
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
で
、
三
十
年
も
の
月
日
を
重
ね
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
河
合
隼
雄
氏
の
著
書
「
こ
こ
ろ
の

処
方
箋
」
の
「
理
解
あ
る
親
を
も
つ
子
は
た
ま
ら

な
い
」
と
い
う
一
節
を
紹
介
し
ま
す
。
あ
る
非

行
を
繰
り
返
し
た
子
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
し
た

と
き
の
話
で
す
。
少
し
抜
き
出
し
で
み
ま
す
。

『
そ
の
子
は
、
真
面
目
で
こ
れ
ま
で
何
の
問
題

も
起
こ
し
た
こ
と
の
な
い
生
徒
で
し
た
。
何
回

か
会
っ
て
話
を
し
て
い
く
う
ち
に
打
ち
解
け

て
、
だ
ん
だ
ん
と
自
己
主
張
を
す
る
よ
う
に
な

り
、「
理
解
あ
る
親
を
も
つ
子
は
た
ま
り
ま
せ
ん
」

と
述
べ
た
の
で
す
。
子
ど
も
は
成
長
し
て
い
く

と
き
、
時
に
そ
の
成
長
の
カ
ー
ブ
が
あ
ま
り
に

急
で
自
分
で
は
抑
え
き
れ
な
い
不
可
解
な
力
が

わ
き
上
が
る
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
何
で
も
よ
い
か
ら
ぶ
つ
け
て
み
て
、ぶ
つ

か
っ
た
衝
撃
の
中
で
、
自
分
の
存
在
を
確
か
め

よ
う
と
し
ま
す
。
子
ど
も
が
ぶ
つ
か
ろ
う
と
す

る
第
一
の
壁
は
親
で
す
。
し
か
し
、「
理
解
あ
る

親
」
は
そ
の
衝
突
を
回
避
し
て
し
ま
い
ま
す
。

角
力
取
り
は
、ぶ
つ
か
り
稽
古
で
強
く
な
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
ぶ
つ
か
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
壁
と

な
る
先
輩
力
士
が
逃
げ
回
っ
て
い
て
は
、
後
輩

の
成
長
の
機
会
を
奪
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。』

　

先
述
し
ま
し
た
部
活
動
等
、
様
々
な
教
育
活

動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
三
年
間
で
大
き

く
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
本
校
の
教

員
は
、
し
っ
か
り
と
壁
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い

場
面
で
は
、「
真
に
理
解
あ
る
教
員
」
と
し
て
、

人
に
ぶ
つ
か
り
た
い
と
い
う
生
徒
の
気
持
ち
を

し
っ
か
り
と
受
け
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。
保
護

者
の
皆
様
に
は
、
本
校
の
教
育
方
針
に
対
す
る

更
な
る
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
一
層

の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
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平成28年度 ＰＴＡ常任役員および委員会

役 職 名 氏　　名 委員会

会　　　長 和 藤 　 健 全委員会総括

副　会　長 近　藤　さとみ 委員会総括

副　会　長 奥 　 涼 子 委員会総括

書 　　　記 吉 田 玉 青 進路指導

書　　　 記 今給黎　佳代子 文化

会　　　 計 宮 本 治 美 国際交流

会 　　　計 伊 藤 佳 子 総務

監 　　　査 西 脇 正 美 生徒指導

監　　　 査 篠　田　由美子 環境整備

顧　　　 問 水　野　信　明 全委員会総括

平成28年度 ＰＴＡ支部役員および委員会

大 府 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 菅　野 佳　代 文化委員長

副支部長 大　嶋 美　里 国際交流副委員長

支部委員 大　嶋 泰　子 国際交流委員

支部委員 大　嶋 康　枝 進路指導委員

支部委員 近　藤 孝　子 環境整備委員

支部委員 小　田 紀久子 文化委員

支部委員 中　井 由美子 総務委員

大府西支部 氏　　名 委員会

支 部 長 石　野 はる美 総務委員長

副支部長 鈴　木 尚　美 文化副委員長

支部委員 西　野 久　美 進路指導委員

支部委員 立和名 直　美 国際交流委員

支部委員 高　岸 美紀子 文化委員

大府北支部 氏　　名 委員会

支 部 長 深　谷 千　春 生徒指導委員長

副支部長 本　田 裕　実 総務委員

支部委員 岡　田 弘　恵 国際交流委員

支部委員 髙　木 千　絵 環境整備委員

支部委員 若　松 敦　子 生徒指導委員

支部委員 新　美 聖　美 生徒指導委員

支部委員 加　藤 典　子 文化委員

大府南支部 氏　　名 委員会

支 部 長 森　　 重　子 進路指導委員長

副支部長 伴　　 千　春 総務副委員長

支部委員 福　田 千　里 文化委員

支部委員 高　木 綾　子 国際交流委員

支部委員 高　須 洋　子 総務委員

   　  

知 多 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 長　坂 祐　子 生徒指導委員

副支部長 田　中 文　栄 生徒指導副委員長

支部委員 十　亀 理　恵 進路指導委員

支部委員 藤　澤 広　美 文化委員

支部委員 駒　田 千　草 環境整備委員

支部委員 稲　熊 弥　恵 進路指導委員

支部委員 外　山 京　子 生徒指導委員

名 南 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 原　　 敬　子 国際交流委員長

副支部長 沼　田 丈　二 国際交流委員

支部委員 鬼　頭 友　紀 環境整備委員

名 東 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 下　郷 綾　子 環境整備委員長

副支部長 服　部 直　美 進路指導副委員長

支部委員 堀　江 みち子 文化委員

支部委員 加　藤 洋　美 生徒指導委員

支部委員 佐　藤 みなみ 環境整備委員

支部委員 武　田 加奈絵 生徒指導委員

三 河 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 陶　山 恭　子 国際交流委員

副支部長 佐　治 加津子 環境整備副委員長

支部委員 大　浦 千　恵 総務委員

支部委員 大無田 まゆみ 環境整備委員

支部委員 金　沢 敦　子 文化委員

支部委員 古　田 幸　子 国際交流委員

支部委員 南　谷 友　香 進路指導委員

　

②　

Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
研
修
会

　
　
　
　

五
月
二
十
七
日
（
金
）

　
　
　
　
　

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

　

③　

東
海
地
区
高
Ｐ
連
静
岡
大
会

　
　
　
　

六
月
十
七
日
（
金
）

　
　
　
　
　

静
岡
市
民
文
化
会
館

　

④　

全
国
高
Ｐ
連
千
葉
大
会

　
　
　
　

八
月
二
十
五
日（
木
）  

二
十
六
日（
金
）

　
　
　
　
　

幕
張
メ
ッ
セ

　

⑤　

知
多
地
区
高
Ｐ
連
研
究
集
会

　
　
　
　

十
月
十
九
日
（
水
）

　
　
　
　
　

武
豊
町
民
会
館
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

４　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
『
冬
青
』
発
行
（
三
回
）

　
　
　

第
百
号　
　

七
月
十
三
日
（
水
）

　
　
　

第
百
一
号　

十
二
月
十
六
日
（
金
）　

　
　
　

第
百
二
号　

二
月
二
十
八
日
（
火
）
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姉
妹
校
提
携
三
十
周
年
記
念
式
典
を
終
え
て

　

五
月
五
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
エ
ル
ウ
ッ

ド
・
カ
レ
ッ
ジ
短
期
訪
問
団
が
来
日
し
た
。
桜
の
盛

り
は
過
ぎ
た
が
、
新
緑
が
芽
吹
き
、
エ
ル
ウ
ッ
ド
校

の
校
長
を
始
め
と
す
る
二
十
三
名
の
訪
問
団
を
温
か

く
迎
え
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
エ
ル
ウ
ッ
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
と

本
校
の
姉
妹
校
提
携
三
十
周
年
が
最
大
の
行
事
で

あ
っ
た
。
五
月
六
日
、
深
谷
勝
彦
県
議
会
議
員
、
岡

村
秀
人
大
府
市
長
を
始
め
と
す
る
多
数
の
来
賓
を
迎

え
、
式
典
は
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。
式
辞
の
中

で
、
本
校
の
髙
井
俊
直
校
長
は
「
お
互
い
の
理
解
が

深
ま
る
よ
う
に
過
ご
し
て
下
さ
い
」
と
述
べ
た
。
こ

れ
に
答
え
て
、
エ
ル
ウ
ッ
ド
校
の
ロ
ン
ダ
校
長
は

「
こ
の
友
好
関
係
が
、
今
後
も
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と

を
確
信
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
式
典

中
に
両
校
の
生
徒
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
本
校
生

徒
会
長
の
木
村
美
優
さ
ん
が
英
語
で
、
エ
ル
ウ
ッ

ド
・
カ
レ
ッ
ジ
生
徒
代
表
の
サ
リ
ー
・
デ
イ
ビ
ス
さ

ん
、
ケ
イ
ト
リ
ン
・

デ
ィ
ン
さ
ん
が
日

本
語
で
、
そ
れ
ぞ

れ
お
互
い
の
国
の

言
語
で
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
あ
っ
た
。

　

式
典
の
最
後
に

は
記
念
品
の
交
換

が
行
わ
れ
た
。
大

府
東
高
校
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に

は
昨
年
エ
ル
ウ
ッ

ド
・
カ
レ
ッ
ジ
に

短
期
留
学
し
て
い

た
八
名
が
務
め
た
。
本
校
か
ら
は
有
松
絞
り
の
壁
掛

け
を
、
エ
ル
ウ
ッ
ド
校
か
ら
は
木
製
の
オ
ブ
ジ
ェ
、

絵
本
を
贈
り
、
さ
ら
な
る
交
流
を
誓
い
合
っ
た
。

　

一
九
八
五
年
に
始
ま
っ
た
両
校
の
姉
妹
校
提
携

は
、
三
十
年
と
い
う
期
間
を
か
け
、
隔
年
の
短
期

訪
問
団
や
長
期
留
学
生
の
派
遣
、
受
け
入
れ
を
通

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
に
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
と
日
本
を
行
き
来
し
た
生
徒
は
四
五
五
名
を
数
え

る
。
こ
の
貴
重
な
交
流
が
、
二
十
三
年
続
い
て
き
た

大
府
市
と
ポ
ー
ト
フ
ィ
ッ
リ
ッ
プ
の
姉
妹
都
市
提

携
、
ま
た
、
姉
妹
校
提
携
二
十
年
を
迎
え
た
石
ヶ
瀬

小
学
校
と
セ
ン
ト
・
ギ
ル
ダ
小
学
校
の
発
展
に
も
微

力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
府
東
高
校
に

と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
地

域
社
会
の
人
々
と
の
協
力
を
大
切
に
し
て
、
さ
ら
な

る
国
際
交
流
の
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
。

①　エルウッド短期派遣
　姉妹校であるオーストラリアのエルウッドカレッ
ジに、生徒16名程度と引率教員を２週間程度の派遣
と受け入れを隔年で行っている。本年度はエルウッ
ドカレッジから大府東に受け入れをする年である。
　日程
４月22日㈮　ホストファミリー保護者向け説明会
５月５日㈭　セントレア着　各ホストファミリー宅へ
５月６日㈮　歓迎式典、学校見学、授業参加
５月７日㈯　エルウッド生とホスト生徒、及び引率
　　　　　　教員で日帰り旅行
５月９日㈪　授業参加、記念式典交流イベント
５月10日㈫　フェアウェルパーティー
５月11日㈬　朝大府東集合、バスでJR名古屋駅へ

②　エルウッド長期交換留学生
　例年、エルウッド校と交換留学を実施しています。
本校からは、７月初旬から８月中旬の６週間、エル
ウッド校に留学に行きます。また、５月から６月は
エルウッド校から本校に留学に来ます。本年度、
11月頃から募集開始予定です。
　日程
５月20日㈮　エルウッドからの交換留学生来校
６月16日㈭　エルウッドからの交換留学生帰国
７月２日㈯　エルウッドカレッジへの
　　　　　　交換留学生出発（予定）
８月13日㈯　交換留学生帰国（予定）
12月７日㈬ ～15日㈭　28年度交換留学生募集

平成28年度 転入 ・ 転出者紹介

【転入】　
教　　諭　岩橋　一郎（保体）　東浦高等学校
　　　　　竹内　正人（英語）　刈谷高等学校
　　　　　平良　希美（地歴公民）　松平高等学校
　　　　　新美　大輔（数学）　大府高等学校
　　　　　藤村　亮二（保体）　名古屋南高等学校
　　　　　飯島　麻未（英語）　津島北高等学校
　　　　　森本　苑良（理科）　新任
再任用教諭　安井　孝誌（数学）　常滑高等学校
　　　　　加藤　雅敏（国語）　阿久比高等学校
　　　　　加藤　稔明（数学）　継続
　　　　　倉田　正之（英語）　継続
　　　　　蒔田　　真（国語）　継続
　　　　　斉藤久美子（英語）　大府東高等学校
　　　　　宮西　愼一（理科）　大府東高等学校
期限付教諭　稲垣あすか（家庭）　継続
臨時的教諭　杉浦　未妃（保体）　継続
期限付講師　近藤　真央（地歴公民）　継続
期限付講師　阿知和　歩（理科）　継続
臨時的講師　右田　真也（英語）　継続
期限付実習助手　岩本　佳奈　　　　　豊明高等学校
主　　事　深谷なつき　　　　　新任

再任用主事　吉森富佐子　　　　　刈谷工業高等学校
期付用務員　戸田　真治　　　　　継続
用務嘱託員　三城　賀子　　　　　継続
【非常勤講師】
継続　森　英輔（数学）　　山本ひろみ（数学）
　　　榊原正浩（地歴）　　岩越正文（理科）
　　　成田信行（英語）　　福岡紀杏（英語）
　　　林　由加利（音楽）　中條直人（美術）
新規　樹神基之（国語）　　西田豊治（理科）
　　　野田裕二朗（保体）

【転出】
教　　諭　高坂　幸蔵（国語）　退職
　　　　　中島　正明（保体）　東浦高等学校
　　　　　雨宮　豊明（数学）　天白高等学校
　　　　　木下　美雪（理科）　東郷高等学校
　　　　　原田　　豪（保体）　保健体育スポーツ課
　　　　　水野　晴仁（地歴公民）　東海商業高等学校
　　　　　福田　理美（国語）　春日井高等学校
再任用教諭　戸田　善一（英語）　横須賀高等学校
再任用実習助手　水野さつき　　　　　退職
主　　事　浅見　悟史　　　　　建設部　用地課
事務嘱託員　榊原　孝典　　　　　愛知県企業庁
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愛
知
県
の
高
校
生
は
、
地
元
の
大
学
を
選
ぶ

割
合
が
全
国
一
高
い
で
す
。
地
元
大
学
へ
の
進

学
率
は
愛
知
で
は
７
０
・
６
％
。
女
子
に
限
れ

ば
７
７
・
０
％
で
、
五
人
中
四
人
弱
が
地
元
を

選
ぶ
計
算
で
す
。
大
学
別
の
入
試
の
過
去
問
が

載
る
「
赤
本
」
の
売
れ
行
き
も
、
名
古
屋
大
や

名
古
屋
市
立
大
、
南
山
大
な
ど
が
売
れ
筋
ベ
ス

ト
10
に
入
り
、
県
外
勢
は
立
命
館
大
（
京
都

市
）
ぐ
ら
い
で
す
。

　

地
元
志
向
が
強
い
理
由
の
一
つ
は
、
愛
知
に

は
難
関
国
公
立
大
か
ら
私
立
大
ま
で
大
学
数
が

四
九
と
多
く
、
選
択
の
幅
が
広
い
こ
と
が
大
き

い
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
最
大
の
ヒ
ン
ト
は
就

職
も
含
め
た
人
生
設
計
に
あ
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　

就
職
情
報
会
社
マ
イ
ナ
ビ
が
ま
と
め
た
東
海

地
方
の
大
学
生
就
職
企
業
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
で

は
、
ト
ッ
プ
10
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
Ｊ
Ｒ
東
海
、

中
部
電
力
、
カ
ゴ
メ
な
ど
愛
知
県
内
に
本
社
が

あ
る
大
企
業
が
六
社
入
り
ま
し
た
。「
安
定
志

向
が
強
く
、
転
勤
を
好
ま
な
い
。
文
系
理
系
を

問
わ
ず
地
元
の
大
企
業
に
人
気
が
集
ま
る
」
と

は
就
職
担
当
者
の
弁
で
す
。

　

首
都
圏
や
関
西
よ
り
も
住
環
境
が
よ
く
、
通

勤
ラ
ッ
シ
ュ
も
厳
し
く
な
い
。
そ
れ
で
い
て
、

最
先
端
の
技
術
を
持
つ
企
業
が
本
拠
を
構
え

る
。
愛
知
県
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

自
己
完
結
し
た
土
地
柄
な
の
だ
、
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

で
す
が
、
一
度
し
か
な
い
人
生
を
コ
ッ
プ
の

中
だ
け
で
過
ご
す
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
に
幸
せ
な

の
で
し
ょ
う
か
？
他
府
県
の
若
者
は
、
優
秀
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
県
外
へ
出
ま
す
。
地
元
に
手

頃
な
レ
ベ
ル
の
大
学
が
な
か
っ
た
り
、
就
職
口

が
な
い
か
ら
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
外
の

世
界
で
も
ま
れ
、
視
野
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
人
生
が
ど
れ
ほ
ど
豊
か
で
あ
る
か
を
計
る

も
の
さ
し
は
、
や
は
り
経
験
の
幅
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
は
ど
こ
で
何
を
見
て
、
ど
れ
だ
け

多
様
な
人
々
と
関
わ
っ
て
き
た
か
、
で
す
。

　

愛
知
県
で
過
ご
す
こ
と
の
全
て
を
否
定
す
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
く
言
う
私
も
就
職
に

限
っ
て
は
、
地
元
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
青
春
期
を
親
元
か
ら
離
れ
、
一
人
で
生
活

し
た
経
験
は
、
人
生
の
大
き
な
財
産
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
飽
食
の
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
。
何
も

か
も
が
満
た
さ
れ
た
時
代
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
次
代
を
担
う
若
者
に
与
え

る
べ
き
は
、
い
ま
以
上
に
整
え
ら
れ
た
環
境
で

は
な
く
、
欠
乏
な
の
だ
と
考
え
ま
す
。
あ
れ
が

な
い
、
こ
れ
が
な
い
、
金
が
な
い
、
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
人
間
は
工
夫
を
す
る
の
で
す
。
そ
う

言
っ
た
経
験
を
若
い
う
ち
に
こ
そ
積
ん
で
欲
し

い
。
そ
の
た
め
に
愛
知
県
を
離
れ
、
第
二
の
故

郷
を
持
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
就
職
し
て

暮
ら
す
こ
と
に
な
る
土
地
と
、
学
生
で
あ
る
立

場
で
暮
ら
す
土
地
で
は
、
時
間
の
使
い
方
が
全

く
違
い
ま
す
。
感
受
性
が
強
く
、
人
生
で
最
も

多
感
な
時
期
を
、
安
定
志
向
で
ま
と
め
て
し
ま

う
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

　

最
後
に
、
地
元
愛
を
歓
迎
し
つ
つ
も
、
過
度

な
安
定
志
向
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
人
を
別
に
紹

介
し
ま
す
。
名
古
屋
大
学
の
浜
口
前
総
長
は
入

学
式
で
、
新
入
生
に
一
人
暮
ら
し
や
海
外
留
学

を
勧
め
ま
し
た
。
地
元
出
身
者
ば
か
り
の
均
質

な
集
団
で
は
ぬ
る
ま
湯
の
中
で
自
己
改
革
が
遅

れ
か
ね
な
い
、
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
前
総
長

は
こ
う
呼
び
か
け
ま
す
。

「
さ
あ
、
大
学
に
入
っ
た
ら
、
重
い
錨
を
揚
げ

よ
う
。
安
全
な
港
か
ら
船
を
こ
ぎ
出
そ
う
」

コ
ッ
プ
の
中
の
小
さ
な
魚
で
な
く
、
大
海
で

悠
々
と
泳
ぐ
大
魚
を
目
指
し
て
下
さ
い
。

　

前
期
は
夏
期
球
技
大
会
や
大
東
祭
な
ど

の
大
き
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
企

画
や
内
容
を
考
え
て
、
運
営
側
と
し
て
全

力
で
取
り
組
み
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
初
め
て
生
徒
会
執

行
部
を
経
験
す
る
メ
ン
バ
ー
が
多
い
で

す
。
前
期
の
活
動
は
大
変
な
の
で
、
全
員

で
協
力
し
合
い
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

副
会
長　

二
の
一　

伊
藤　

大
貴

　

会　

計　

二
の
二　

水
野
か
き
つ

　
　
　
　

会　

長　

二
の
四　

木
村　

美
優

　

書　

記　

二
の
二　

坂
野　

菜
保　

　
　
　
　

書　

記　

二
の
一　

樋
口　

愛
梨

平
成
二
十
八
年
度

　

前
期
生
徒
会
役
員
紹
介

　

全
国
に
第
二
の
故
郷
を
持
と
う 

　
　
　

進
路
指
導
部

� � �

旺文社　教育情報センター調べ
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遠
足
へ
行
っ
て

　
　
　
　

一
年
一
組　

原　
　

七
星

　

高
校
で
初
め
て
の
遠
足
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作

り
と
聞
き
、
最
初
は
正
直
三
重
県
へ
行
っ
て
ま

で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
る
の
か
、
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
遠
足
の
計
画
を
立
て
た
り
、

友
達
と
遠
足
の
事
を
話
し
て
い
く
う
ち
に
、
日

に
日
に
遠
足
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

当
日
、
三
重
県
民
の
森
散
策
は
段
差
が
高
い

手
作
り
の
階
段
が
あ
っ
た
り
、
虫
が
い
た
り
と

様
々
な
所
で
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
あ
さ
け
に
到
着
す
る
と

皆
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

私
は
野
菜
を
カ
ッ
ト
す
る
係
だ
っ
た
の
で
、
な

る
べ
く
火
が
通
り
や
す
く
、
溶
け
な
い
大
き
さ

に
切
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
な
か
な
か
火

が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
つ
い
て
も
す
ぐ
に
消
え

て
し
ま
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
大
変
で
し
た
が
班

の
皆
と
協
力
し
て
、
最
終
的
に
は
と
て
も
お
い

し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
分
達
で
時
間
を
か
け
て
作
っ
た
の
で
、

よ
り
一
層
お
い
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
の
遠
足
で
多
く
の
事
を
学
び
ま
し

た
。
初
め
は
雲
一
つ
な
か
っ
た
空
が
、
帰
り
に

は
雲
が
出
て
き
て
い
た
り
と
い
っ
た
天
気
の
変

化
や
、
水
の
大
切
さ
、
集
団
行
動
の
重
要
性
、

そ
し
て
、
仲
間
と
の
協
力
で
す
。
こ
の
遠
足
で

絆
が
深
ま
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
行
事
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 
校
外
学
習
を
通
し
て

　

一
年
六
組　

秋
本　

咲
紀

　

高
校
に
入
学
し
て
約
二
ヶ
月
が
経
ち
、
学
校

生
活
も
慣
れ
て
き
た
頃
で
す
が
、
ま
だ
話
し
た

こ
と
も
な
い

ク
ラ
ス
メ
イ

ト
が
い
た

り
、
男
女
の

間
に
少
し
壁

が
あ
っ
た
り

と
ク
ラ
ス
全

体
で
は
ま
だ

ま
と
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
ん
な
中
、

三
重
県
ま
で

行
き
、
み
ん

な
が
お
い
し

い
カ
レ
ー
を
作
る
と
い
う
一
つ
の
目
標
の
も
と

行
っ
た
校
外
学
習
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
決
め

ら
れ
た
役
割
を
一
生
懸
命
こ
な
し
ま
し
た
。
ハ

プ
ニ
ン
グ
も
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
の
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
一
面
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
レ
ー
を
作
っ
て
い
る
う
ち
に
、
自

然
と
男
女
の
間
に
あ
っ
た
壁
も
な
く
な
り
、
飯

ご
う
は
い
つ
火
か
ら
下
ろ
せ
ば
い
い
の
か
、
カ

レ
ー
の
ル
ー
は
い
つ
入
れ
る
の
か
な
ど
み
ん
な

で
見
な
が
ら
考
え
、
最
後
に
は
無
事
お
い
し
い

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
笑
顔
で

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
片
づ
け
で
も
一
人
ひ
と
り
が
仕
事
を
見
つ

け
早
く
片
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
校
外
学
習
を
通
し
て
、
ク
ラ
ス
の

仲
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
一
人
ひ
と
り

が
集
団
行
動
を
意
識
し
、
ま
た
そ
の
大
切
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

三
日
間
の
修
学
旅
行

二
年
一
組　

廣
瀬　

真
子

　

一
日
目
に
原
爆
ド
ー
ム
、
平
和
記
念
資
料
館

を
訪
れ
ま
し
た
。
事
前
に
資
料
な
ど
で
見
た
も

の
の
実
物
を
見
て
、
言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し

た
。
語
り
部
さ
ん
の
講
話
か
ら
も
、
今
ま
で
に

聞
い
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
原
爆
の
話
、
実
体

験
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
今
の
私
た
ち

に
は
す
ご
く
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
な
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
原
爆
の
恐
ろ

し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
に
は
、
香
川
県
の
「
中
野
う
ど
ん
学

校
」
で
、
う
ど
ん
作
り
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

最
初
は
力
仕
事
で
大
変
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
う
ど
ん
作
り
が
始
ま
る

と
、
ノ
リ
ノ
リ
な
曲
が
流
れ
て
踊
り
な
が
ら
う

ど
ん
を
踏
ん
だ
り
、
タ
ン
バ
リ
ン
が
配
ら
れ
て

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
鳴
ら
し
た
り
で
、
や
っ
て

い
る
ほ
う
も
見
て
い
る
ほ
う
も
す
ご
く
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
う
ど
ん
作
り
が
こ
ん
な

に
楽
し
く
で
き
た
こ
と
に
驚
き
で
、
も
う
一
度

訪
れ
た
い
�
と
、
思
え
る
場
所
で
し
た
。

　

三
日
間
で
経
験
し
た
こ
と
や
見
た
も
の
、
聞

い
た
こ
と
は
大
人
に
な
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い

よ
う
な
も
の
ば

か
り
で
す
。
こ

の
素
敵
な
三
日

間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
て
、

本
当
に
多
く
の

人
へ
の
感
謝
で

い
っ
ぱ
い
の
修

学
旅
行
で
し

た
。

❖　

楽
し
か
っ
た
ね 

遠
足
・
修
学
旅
行

　

❖
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階
段
の
数

二
年
五
組　

山
下　

拓
海

　

修
学
旅
行
で
は
、
広
島
県
・
愛
媛
県
・
香
川

県
に
行
き
ま
し
た
。
宮
島
に
行
く
ま
で
に
船
に

乗
っ
た
り
、
ラ
イ
オ
ン
に
エ
サ
を
あ
げ
た
り
、

う
ど
ん
を
作
っ
た
り
、
様
々
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
金
比
羅
宮
参
拝
の
た
め

に
七
八
五
段
も
あ
る
階
段
を
上
っ
た
こ
と
で

す
。
上
る
前
は
、
余
裕
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
階
段
は
想
像
以
上
に
長
く
、
気
温
も
高
く

大
変
で
し
た
。
途
中
、
い
か
に
も
ゴ
ー
ル
と
思

わ
せ
る
よ
う
な
建
物
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
て

「
結
構
楽
に
着
け
た
ね
。」
と
言
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
に
着
い
て
も
ま
だ
階
段
が
見

え
、
と
て
も
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
友

達
に
は
、「
ま
だ
半
分
も
行
っ
て
い
な
い
よ
。」

と
言
わ
れ
、
疲
れ
が
一
層
増
し
ま
し
た
。
で

も
、
友
達
と
話
を
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
頂
上

に
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
下
り
は
、
ゆ
っ

く
り
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
な
が
ら
帰
り
ま

し
た
。

　

自
分
は
、
修

学
旅
行
の
少
し

前
に
家
族
で
広

島
旅
行
に
行
っ

て
い
た
の
で
、

修
学
旅
行
を
楽

し
め
る
か
不
安

が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、

友
達
と
行
く
修

学
旅
行
は
、
家

族
旅
行
と
は
ま

た
違
っ
た
楽
し
み
や
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
方
と
話
す
こ
と
も
で

き
、
充
実
し
た
三
日
間
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

遠
足
で
感
じ
た
こ
と

三
年
三
組　

栗
田　

さ
ち

　

六
月
十
日
、
私
た
ち
三
年
生
は
、
遠
足
で
ナ

ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
き
ま
し
た
。
三
年

生
に
な
っ
て
初
め
て
の
行
事
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
当
日
の
朝
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
、
何
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
乗
ろ
う
か
と
考
え
な
が
ら

学
校
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

現
地
へ
着
い
て
、
ク
ラ
ス
で
写
真
を
撮
っ
て

か
ら
は
ひ
た
す
ら
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
乗
り
続

け
ま
し
た
。
友
達
と
園
内
を
走
っ
て
は
乗
り
、

走
っ
て
は
乗
り
を
繰
り
返
し
た
の
で
、
お
昼
休

憩
の
頃
に
は
み
ん
な
ぐ
っ
た
り
と
し
て
い
ま
し

た
。
な
の
で
、
午
後
か
ら
は
し
っ
か
り
休
憩
を

し
て
、
体
力
を
回
復
さ
せ
て
か
ら
園
内
を
回
っ

た
の
で
、
集
合
時
間
ま
で
思
う
存
分
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
こ
ん
な
に
乗
っ
た

な
と
い
う
く
ら
い
、
た
く
さ
ん
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
乗
り
ま
し
た
。
帰
り
は
へ
と
へ
と
で
、
こ

の
日
の
夜
は
す
ぐ
に
寝
ま
し
た
。

　

大
好
き
な
友
達
と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
園
内

で
も
い
ろ
ん
な
人
が
声
を
か
け
て
く
れ
て
、
こ

の
三
年
間
で
た
く
さ
ん
の
人
と
仲
良
く
な
れ
た

ん
だ
な
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
遠
足

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
球
技
大
会
や
大
東
祭
な

ど
の
行
事
も
み
ん
な
で
楽
し
み
、
充
実
し
た
一

年
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

初
め
て
の
メ
ン
バ
ー
で

三
年
六
組　

高
橋　

友
美

　

遠
足
で
誰
と
行
動
し
て
も
い
い
と
言
わ
れ
た

ら
、
み
な
さ
ん
は
誰
と
行
動
し
ま
す
か
？
大
半

の
人
が
好
き
な
子
同
士
や
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で

行
動
す
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
は
七

人
で
行
動
し
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
し
ゃ
べ
っ
た

こ
と
の
な
い
子
も
何
人
か
い
ま
し
た
。
バ
ス
で

移
動
し
て
い
る
と
き
か
ら
、
ど
う
接
し
た
ら
い

い
の
か
、
何
を
し
ゃ
べ
れ
ば
い
い
の
か
い
ろ
い

ろ
考
え
て
緊
張
し
て
い
た
け
ど
、
そ
ん
な
心
配

は
い
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ

ン
ド
に
着
い
た
ら
、
気
さ
く
に
声
を
か
け
て
く

れ
た
り
、「
楽
し
も
う
ね
�
」
と
言
い
合
っ
た

り
、
乗
り
物
に
乗
る
前
か
ら
ウ
キ
ウ
キ
ワ
ク
ワ

ク
で
し
た
。
あ
ま
り
話
し
た
こ
と
の
な
い
子

の
隣
で
乗
る
の
は
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
ド
キ
ド
キ
す
る
ね
�
」「
も
う
少
し
で
頂
点

だ
�
」
な
ど
と
自
然
に
会
話
が
は
ず
み
、
い
つ

の
間
に
か
前
か
ら
仲
良
し
だ
っ
た
よ
う
に
話
せ

て
い
ま
し
た
。
遠
足
に
行
っ
て
た
だ
楽
し
む
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
体
験
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、「
仲
良
く
な
い
か
ら
話
せ
な

い
」「
あ
ま
り
話
し
た
こ
と
が
な
い
子
と
一
緒

に
行
動
な
ん
て
無
理
」
と
思
う
か
ら
行
動
に
移

せ
な
い
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
仲

良
く
な
り
た
い
か
ら
話
し
か
け
て
み
よ
う
」

「
今
日
は
た
く
さ
ん
会
話
し
よ
う
」
と
考
え
、

自
分
の
意
識
を
変
え
る
だ
け
で
何
十
倍
も
楽
し

さ
が
増
す
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
た
遠
足
に

な
り
ま
し
た
。
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平成28年度 部活動試合結果 （愛知県高等学校総合体育大会） 

 ☆県大会出場部活動
陸 上 競 技                                                                                              
＜支部予選＞　男子　400mリレー　浜口・西郷・大田・酒井　第１位、100m　酒井　第１位
　　　　　　　　　　200m　酒井　第２位、走幅跳　大田　第２位、3000m障害　二村　第２位、三段跳　大田　第３位
　　　　　　　　　　5000mＷ　岩切　第３位、110mH　森　第５位、5000m　二村　第６位、3000m障害　磯田　第６位
　　　　　　　女子　400mH　上　第２位、円盤投　磯谷　第２位、三段跳　磯谷　第３位
＜県 大 会＞　男子　100m　酒井　第６位（東海大会出場権獲得）
柔　　　　道  
＜支部予選＞　男子団体　予選リーグ　２勝２敗１分 半田工業、５勝 東浦、
　　　　　　　　　　　　決勝トーナメント　４勝１分 武豊、１勝４敗 半田東　　第３位　
　　　　　　　　　個人　山内　 優勝、遠藤　第２位
　　　　　　　女子団体　３敗 半田農業、２敗１分 半田東　　第３位
＜県 大 会＞　男子団体　３－２ 碧南、３－２ 熱田、０－５ 同朋　　ベスト16
　　　　　　　　　個人　山内　　ベスト16
　　　　　　　女子団体　２－１ 安城南、０－３ 同朋
バスケットボール（女子） 
＜支部予選＞　１回戦　79－43 武豊、２回戦　83－39 横須賀
            　　　決勝リーグ　74－47 常滑、68－53 東海南、77－81 大府　　第２位 
ソフトテニス（女子）
＜支部予選＞　団体　予選リーグ　２－１ 大府、２－１ 半田農業、３－０ 半田東　
　　　　　　　　　　決勝リーグ　３－０ 横須賀、１－２ 東海商業、１－２ 半田、１－２ 常滑
　　　　　　　個人　岡﨑・吉﨑組　　ベスト８
ソフトテニス（男子）　個人　深谷・大田組　　ベスト８
卓　　　　球
＜支部予選＞　男子団体　３－０ 日本福祉大附属、０－３ 東海商業
　　　　　　　女子団体　３－１ 武豊、１－３ 半田、１－３ 半田農業、１－３ 横須賀
　　　　　　　ダブルス　　末松・小島組　　第３位
　　　　　　　シングルス　末松　　第９位
弓　　　　道　男子団体　40射20中、３位決定戦　敗退
　　　　　　　女子団体　40射15中
＜県 大 会＞　男子団体　20射12中、20射8中　合計40射20中、一次予選　敗退
　　　　　　　　　個人　大無田　８射５中　 一次予選　敗退　
バドミントン（男子）
＜支部予選＞　団体　１回戦　３－０ 半田農業、２回戦　３－１ 常滑、３回戦　３－２ 南山、
　　　　　　　　　　準決勝　０－３ 星城、３位決定戦　２－３ 大府　　第４位
            　　　ダブルス　森・中島組　６回戦進出　ベスト16
            　　　シングルス　中島　５回戦進出　ベスト16、峯島　５回戦進出　ベスト16
＜県 大 会＞　団体　１回戦　２－３ 桜丘
            　　　ダブルス　森・中島組　１回戦敗退
            　　　シングルス　中島　１回戦敗退、峯島　１回戦敗退

 ☆その他知多支部予選

ハンドボール（女子）１回戦　16－19 半田東                              
バドミントン（女子）団体　２回戦　１－３ 向陽 
サ ッ カ ー　　　　２回戦　２－２ 常滑　ＰＫ４－５                                            
バスケットボール（男子）87－54 東海商業、45－53 半田東  


